
 

 

 

 

 

 

 プールでの活動が 1 日遅れで始まりました。まだ肌寒い日もあり、子ども

たちはプールから上がると寒そうな様子も見られます。プールでの活動は、陸

上での運動とは異なり、少しのことでも命に係わる大事故になることもありま

す。安全に楽しく活動できるように指導を徹底しながら、子どもたちに学年に

応じた泳ぐ力をつけていけるよう指導に取り組んでいきます。 

 

 

 6 月 10 日（土）は時の記念日でした。時の記念日は 1920 年に設定されま

した。そのきっかけが、当時の欧米諸国から「日本人には時間の感覚に乏しい」

という指摘があり、時間に関心を持ち、規律正しく効率的な生活を習慣化するね

らいがあったようです。 

 子どもたちも 20 分休みや昼休みには、急いで運動場に向かう姿があります。しかし休み時間が終わ

った後は、始まりよりはゆっくり教室に向かう子もいます。決められた時間をより効

果的に活動するためには、みんなが時間を守ることが大切です。学習活動でも始まり

の時刻を意識して取り組むことが 45分の授業を大切にすることにつながります。 

 時間は誰にでも平等に与えられているものです。貴重な時間をどう使うのかは、そ

の人次第ですが、一度しかない時間を無駄にせず、有意義になるような時間を過ごし

てほしいと思います。そのためには、どう行動しますか？ 

 

 

 14 日（水）全校児童が体育館に集まり、認証式を行いました。委員会委員長、代表委員会のメンバ

ーに認証状を渡しました。 

 また 6 年生から学校代表として「よい歯のコンクール」に出場した児童が審査の結果、最優秀賞をい

ただきましたので、全校の前で表彰状を渡しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 四日市市立河原田小学校 

学校通信  

令和５年 ６月１６日（金） 

文責 校長 鳥居 純樹 

時の記念日 

認証式 

【表彰式】 ☆「よい歯のコンクール」最優秀賞  6年 林﨑 七彩さん 

【認証式】  

☆ 体育委員会 委員長 6 年 小田 蒼太さん  

☆ 保健委員会 委員長 6 年 岡野 愛実さん  

☆ 環境委員会 委員長 6 年 田添 蓮人さん  

☆ 放送委員会 委員長 6 年 ﾐﾈｲ ﾆｺﾗｽさん   

☆ 図書委員会 委員長 6 年 福永 悠人さん  

☆ 代表委員会 ６A 中島 希華さん 森  来繭さん ６B 林  愛華さん 宮田 華愛さん 

        ５A 伊藤 琉真さん 坂口 暖真さん ５B 川戸 咲彩さん 髙井冬獅郎さん 

 

 

  



 

 

 認証式では各委員会の委員長と代表委員会の児童から河原田小学校をよい学校にするために、委員会

として取り組みたいことを話してもらいました。 

 代表委員会からは、「きれいな学校にしたいので、黙掃をがんばりたい。」「みんなが気持ちよく挨拶が

できる学校にしたいので、あいさつ運動であいさつをしていきたい。」「けががなく楽しい学校にしたい

ので、廊下歩行に気をつけるように取り組みたい」などそれぞれの思いを発表してくれました。 

 委員会委員長からも各委員会でがんばりたいこと、取り組んでいること、みんなに呼び掛けたいこと

等委員会の代表としてみんなの前で話をすることができました。 

 河原田小学校をよりよい学校にするためにそれぞれの立場でよいと思う行動を積み重ねていくこと

で、みんなに広めていってほしいと思います。 

 みんなの前で話したことを実現できるようにがんばっていってほしいと思います。 

 認証された人は学校全体のリーダーとしての自覚を話してくれましたが、6年生は学校全体のリーダ

ーとして集会の雰囲気をつくるためにいい姿勢で静かに待てたことはまさしく学校のリーダーの姿と

して素晴らしく心強く感じました。 

    

 

 認証式で子どもたちに「本物の力」という話をしました。4・5 月のけが人、保健室来室者が多かっ

たので、防ぐことができるけがを防ぐため、梅雨の時期に「廊下・階段歩行徹底週間」を設け、代表委

員会と教員で廊下等の歩行を徹底するよう取り組みました。（現在進行中） 

 代表委員会の人や先生が立っているところでは歩いていてもそれ以外では走っている人もいました。

また授業中教室を参観しているとトイレに行って戻ってくる人に出会うことがあります。私がじっと見

ていると「スリッパをそろえないと」と使ったスリッパ以外にも並べてくれる人が多くいます。しかし、

日々廊下を通った際にトイレを見るとすべてのトイレのスリッパがきれいに並んでいることは残念な

がらほとんどありません。 

 人が見ているところでできていても人が見ていないところではできないのは、「本物の力」とは言え

ません。誰かが見ている、見ていないにかかわらず、周りの人が同じことをしていなくても自分で正し

いと思うことを続けていってほしいと思います。大谷翔平選手は人が見ている、見ていないにかかわら

ず、ゴミをすすんで拾って運を呼び込んでいます。 

 掃除の時間も時間いっぱい黙って掃除をする（黙掃）最後まで黙って働く（黙働）を各クラスで指導

しています。自分の気持ちをコントロールして正しい方向に一人一人行動す

ることでみんなが誇れる河原田小学校になることと信じています。 

 子どもたちは何が正しいのか、どうするべきなのかはわかっています。後

は自分の心に負けないようにがんばってほしいと思います。 

   

委員会活動 

本物の力 

水泳指導中の上靴もそろっていて素晴らしいです。どのクラスも継続を！ 


